




2015年度 技術 部活動報告集(Vbl.21)の刊行 に際 して
技術部長 小野田 信春
2016年3月15日に今年度 の工学部技術部技術発表会が開催 されま した。専門研修4件 、 日常
研修4件 、新人研修1件 の発表が行 われ、極 めて充実 した内容 の発表会 とな りま した。本報告集
は、それ らを含めた工学部技術部の2015年度の活動をま とめたものです。技術職員の意識向上
にも支 えられ、技術部全体の活動が、質、量 ともに向上 したことが伺える内容 となっています。
今年 は第2期 中期 目標期 間6年 の最終年度 で、4月 か ら第3期 中期 目標期間が始 ま ります。
文部科学省は第3期 中期 目標期間において、強み ・特色 を最大限に生か した、さらなる改革 ・改
善 と発展を各大学に求めるとともに、3つ の重点支援枠 を設定 しま した。周知の とお り、福井大
学は重点支援①、す なわち 「主 として、人材育成や地域課題 を解決す る取組な どを通 じて地域に
貢献す る取組 とともに、専門分野の特性 に配慮 しつつ、強み ・特色のある分野で世界 ない し全国
的な教育研究を推進す る取組」を選択 し、第3期 中期 目標期間における重点的取組 として、3つ
の戦略 と9つ の取組を制定 した上で、第3期 中期 目標 ・中期計画 も作成 しています。技術部の組
織的活動が業務区分別 のグループ制になって今年 で6年 目となることと合わせ、技術 部 として
も第2期 中期 目標期 間の総括 と評価 を行 い、 さ らに第3期 の 目標 ・計画 を立て る必要が あ り
ます。研究室派遣 を廃止 し、すべての技術部職員がそれぞれの専門性に応 じて複数の業務 グルー
プ(実 験 ・実習支援 グループ、安全衛 生管理 グループ、共同利用業務 グループ、技術相談 ・プ ロ
ジェク トグループ)に 配置 され、組織 としての業務 を行 うとともに、個別 的には研 究プロジェク
トを担当す るとい う 「教育 ・研究プロジェク ト派遣制度」に移行 して4年 がたちま したが、第2
期の評価 に当たっては、 この新体制 の下での活動状況や成果等を確認す ることが大切 です。また、
技術部の 「5ヵ年採用計画」が終了 し実施報告書 も作成 されていますが、それを受けて次期の採





(5)地域貢献 ・社会貢献 を含め、技術部の独 自活動のよ り一層 の活性化
等 も引き続き重要な課題であ り、 これ らについても検討す る必要があ ります。
技術部活動報告は発刊 して20年 を超 えま した。技術部 に係 るこの よ うな資料を長年 に亘 って
発行 し続 けてきたことは貴重な財産です。福井大学工学部は2016年4.月に学科改組 を行 います
が、国立大学の機能強化 が強 く求め られている中、技術部の果たすべき役割がますます大きくな
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